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あ と が き

日付有アジア側先｣も通運11号を数えるが,いよいよ軌道にrDってきたと考えてよさそうである｡各界か

らの活発な告稿によって,原稿枚数は予想をはるかに上まわった｡おかげで,せっかく原稿をいただいてわ

きながら,今引二は掲載しきれず,次号にのはしていただくようお願いするようなこと もあ ったO飯鳥茂

氏,矢野暢氏の論文がこの犠牲になっている｡ここでおわびしておきたい0
なれ ここでは次の二つのお知らせをしておかねばならないO一つは英文レジュメにかんする こ とで あ

共文レジュメにかんしては,今号から原則としてl蒐止することにしたO編某上種種難点が大きいからであ

るが, ′沖il,これを付してくださった水野,三谷,森 卜 南の各氏にはこの無断の処損を特におわびしてお

きたい〔卸′[(知グ)とおり,すでに当センターでは欧文の ReportontheScientificResultofResearch

なるも'})を別途旧版 しているが,これが広く内外に戊黒を公表するための機会を与えるものとなっている｡
今回(7)処細 く土,缶イ立の貴重な研究成果はいずれこの出版物をつうじて,より完全なかたちで発表されるもの

と期待したからであるo

次に現地語のとりあっかいであるが,努力したにもかかわらず,あいかわらず不統一をまぬが れ な か っ

たO実にやっかいな問題であるoそこで,今lr掴､ら ･つの試みとして次のような方法を採用してみることに

したOすなわち,地名は同一論文内で初出の†持のみカナ書きとロ-マ字古きを併用し,以後はカナlI:;･5のみ

とする0人名はきわめて特殊なものが多いだけに純 一した表記法は車実上本TIJ能なことが多く, したがって

執筆君U)表記法をそのまま採J什g-るO外国語普通 'rI詞もこれに準ずるO編集者としては,執筆者の持殊な要

求がないかきり,こ(D原則で,できるだけかたちを塵えることにつとめた｡

しかし,結局でき上ったものはけっして満足なものとはいえなかった｡諸賢J)忠告をいただいて,より完

全なものにしてゆくつもりである｡

編某作業はセンターの石井米雄,高谷好一の両名がおこなった｡ (高谷記)
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